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◎ はじめに

平成 27年  3月

石森地域づくり計画委員会 会長  熊谷 意

地域づくり計画に取 り組んで

今 私たちを取りまく社会環
"は
 少子高齢

化 人日の減少などが加速し 社会が著しく変
イヒを送げています これらの課題に対応 してい
くことが重要となってきています

これからは 市民と行政が一体となって『協
働 ∝ 働)のまちづくりJ力

'必
要となってまい

0ま した

平成 25年度において 豊*市では「lL城づ
くり計画策定支援交rr金制度Jを新設し 各地
区でこの制度の活用 矢地が望まれることにな
りまし _

石森地区では 石森コミュニティ運営協議会が主体となって 「石森地域づく
り計画委員会J(姜員48人)を立ち上げ 「地域の課題を颯り起し その解決策を
行動計画として取りまとめる]こ ととし 「£1ろ う 暮らしやすい にぎわいの
ある いしのもり]をキャッチフレーズとした行動計画を作り上げました
これからは 嗜 苺地域づくり実践プロジエクト|に移● し [自 分たらの地域
は自分たちでつくり 自分たらが守るJをモットーとして「画餃に帰す]こ との
ないように 皆さんと共に頑張つていく党悟です
これまで 計画作りにご協力いただいた委員の方々 支援チームの皆さん ア
ドバイサーの足立先生に心より感謝を申し上げ 石苺地域づくり行動計画の策定

F業を終えての後拶といたします



第 1■ 石森地区の現状と課題

計画の策定の目的と期間

(1)塾 域づ くり計画策定の背景 と目的

平成 17年 3月 1日 石‐ ミュ‐ティ理普じ議会 (昭和●0年 3月 tOF設
立 )力  ヽ地方自治法の指定管理者制度に■づき 「石漱

`れ
あ|セ ンター|の 自上

管理 自主運営を開始してから10年  ,つの町の合llにより「塁米市 |ができて
10年 節日の年を迎えました
これまでも 石森‐ミュ‐ティを基本とした 千葉企画や地域活動を行つて
まいりましたか 咆 域のことは地域で考え 地域自らの責任によつて決めるJ
という考え方を基本とする 1登米市まちづく,ボ本条例J力

'平
成24年に制定

さオoたことを興機に もう 暦 コミ・`‐ティllll管のあり力を■つめ直そう
原点に立ち颯ってみようとの機運が醸成されつつありました

特に 人口増珂が進む加投野地区と 少了 高綸化が進む石森地区において
様々な理 や 女道する問題を胞えており その綱卸しをしなから 「石章で
できることは何なの力J 課題ド決に向けて石森全体を iよ り

=0地
●
'よ
い

住みやすいlll域にすることをめざそう,と 今回 「石森地域づく,行動計画J
の策定に取り組むことこなつた (、のでヽ

(2)地域メ リ計画策定の期間

看刹 馘 づく,行動計画の策定は平成26千度です
この計画期間 i 平成27年度を初年度として 平成31年度までの5年間で■
施する行動計画として 地域づ (り の実現に向け具体的柳 ,組みを行つていきま
す

(3)計画策定の体制

石1地域づ くり行動計而 よ 「石森地域う くり計画委員会J(午行政区長 20人 ,
並びに 「作業部会J(行政区長 を行政区遊出委員の 45人 )力`1心 となって策定
しました



2 石森地区の現状

(1)位 置

石森地区は 冨城県の北東部 登米市●■まr
中央から上方に位置し 北は 岩手県一開市1`
泉町に 夏川を峡み石越町に 西は 迪川が流
れる迫11に 市も 迫町に 東は 中田

'∫

■江

そして|し 上川か流れる中田町浅水 中田
'f上
沼

に接しています また 地ルは 南北にf・ く
約 8応 栞西に約4 5価のほぼ平輝 浜な耕
土を形成 官城米「,サ‐シ‐・J「ひとめにれ |

の生産地として県内有数な曇倉地市の一角を占

めています なお 石森の総面■は 17 2
■rで ,米市全体の, 2%を 占めて,ま J、

(2)沿 革
自地行政区内の「白地枝穴裏群 |

思われる畑跡か確認されましたが

たものと推測されま九

の発掘から おおよそ 8■紀のな良時代のものよ

その年代には すでに石懇の案澪が形成されてい

3

洒政時代には 城下町として栄えた薔居集藩が石瓢地内にあ, 生原城跡及び外源
などの旧跡により従時を偏ばせます

明治22年嚇 口の地行によって石森村と加賀野村を合わせて石森村になり

明治 45年の町刷地行により石森町となりました

昭和01年 4月 1]中 田沼水系町村として絆の同いる森円 rl■● 上沼1隕び
浅水村の4ケ Ellの合併が成立し 中円Tよ して発足しセした
平成 17年 4月 1日 登米郡 8■と津,町の 9町が合併して

'登
米lJが誕生し

現在に至っています



(3)人 日 世帯数 児童 狐景老人の推移等
世帝優及び人口の推移

石森地区の人 口の推移 i 昭希
40年 6 176人  I和 60年
5 051人 で それ以降は微減
傾向にあ ,■ したか 平成 10年
,月 の加賀野土地区画整理

'業
の

完Tに伴い 人 口増か ●転 し 'F
成 18年 0月 には 6 3'7人
8年後の平成 25年

=り
では 6

611人 とな,なお1勤 ,中です
さらに 平成 20年の東 日本大
限災後 被災地の南三睦

'等
力ら

のに入■か 主に11賀野地区にお
いて増えてい■す

石泰小学校 加賀野小学校の児童数の推  右景小 加買野小の児童取の推移
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平成 2772月 10現在の由
_健奸からの転入者は 却賀野小学L 石泰小
学区を合わせて ,3世件 216人 となって
ヽま●

人‖増加の特
`高
い行政区は 加賀野地区内

の加賀野―区 加賀野~区 向加賀野区 末畑
ヒの い・ |れも十地区画整聾月内の行政区で,■
反対に 人口減少が高かった行政区は 石森
の仲|,区 長社区です
また 人口情咸上では ■系が44 3%
加口野が55 7%の 割合と・●つています

,では 平成 17年度 石飛小184人 (,
ち入学児喪,3人 , 〕賀野小245人 (う
ち入学児童44人)でありましたが 10
年後の平成 26年度は イ森小12,人 (う
ち入学児童 14人 , 〕賀野小3●

=人
(う

ち入学,欧 50人 ,と なりました
石森地区全体の●●董致は この 10年町

``0人
,1晨で推移しており 哺減の変動

幅が少ないのですが ■峯小と加賀野小と
の児童致割合が 4対 0から 3対 7に変
化していま九



ー

一方 中円町で i こ●,S年間で   【石森地区 】世帯数と男女別人口
844人 減の 15 0じ 0人 (中田町に
占める石果の人口古有事は 4〕 4・t)

登米市全体では 5 ,● 1人減の К
`045人 (登米市に占めるろ景の人口占

為率は , 9%)と なつています

■2,宇 ,■ 世 報    人  0
石 0 ,,`●    2 ,,1人

"●
ヽ ,,●■    ● ^●o,

ち長全体合計 , 012声    0 011人

■21年 ,■ 世  帯    人   ロ
石●地区 2 012●    0 01,人
中田町
■    1

4 ,4,戸  ,0 ,00人
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合)は  , 2,,人 (1,
4%)で ありましたが 8T
後の平成 25年には 2 8
65人 (17 ,つ と 金
体で 374人 (1 5%)の
減にな りました

石蹂地区の独居老人 (65
歳以上の 1人世帯)は 平成
17年度は 66人 で I・ りま

したが ヽ年増え続け 平成
25年度 ●は i04人 (全 上
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中田町  に占める65歳以上の人口は 平成 18Tの 4 4● 〕人 (2●  5%)
でありました,' 平成26年に|ま 4 302人 (26 ,%)と  8年間で0 4%
の増となりました しかしなから 登米|'全体の28 3%よ り{, 1 4%ほ くな
っています ちなみに 塁米市内の町と 石IIIの人口とで比較した場合 同E度の人
規模かド里町で 石春地区より人口の少なかつた¶が 石濾町 や米町 汁山町

`
ありました

石素地区の世帯数の  では 昭和40年 1 165戸  昭和 50年 1 200戸
で モれ以降は微●楓向にあつたものの 平成 10年の加駅野土地区画整理事業の完
了を

'機
に 住宅の新築や転入が増力lし 判■18年 3月 には 1 844■  8年

笙の平成25年 ,月 では 2 012戸 となり なお勘 ,中です
まカ ユ在 三睦餃貫自動車■■米 iCに接続する みやざ県北高速  道路の中
田上区に係る工事 〔石森効1奴野地区の西雨側 迫口子との隣接付近)1'着手されてお
り ■成29年度の工事完了後には 新たな交流人口●

'増
かが期待されま丸

参考までに 今 ベストtラーになつている「地方消滅|(増 田寛ll編薯 .,公新
薔発行)では 30年後の2040午  帯米市の将来推計人口は 総人口が 5万人
を切,4, 948人 とな, 若午女性 (20～

=。
歳〕i.半減するとの試算浩半を

紹↑しています 本書のP204で は 「人口減少社会は酢員にやつてくる しかし
いたずらに悲担することiやめよう 未来は変えられる 未来を選ぶのは 私たちで
l●る Jと ホ曖に常む記述がなされていすす

豊米市出生敷 平成26年6月 12日現在

遺 登米 東和 中田 呈里 米山 石越 両方 津山 合計

平成16年 206
=`
42 10, :|

=,|
6, 02 705

平成17年度 10,
=8
88 ,

`6 =O
39 62 2` 608

平成18年贋 191 41 2= 14, ,7
=0

00 6= 22    65,

平成19年度 ,` 00 00 12= 57
`1

24 ,0 2, 600

平成20年度 200 18 20
＾
● 46 87 00 ,= 18 603

平成21年圧 ,,8 86

`O

0

`1

,4 ] | 7` 20 021

平成22年反 17' 2,
`7
124 もう ,0 3` ,8 を | 626

平成23年度 200 01
=2

●
●
●
● 51 60 2ξ 50 |, 5,5

平成2■年度 182
=,
32

０
● 19 60 20 ,0 |, 5,5

平l125年度 lSO 22 3 1 00 48 60 25 60 |= 5`2

平成16年は 人日続計

以後「母子保健関係続計Jから



3 石森地区の課題
石▲地域づくり行動計画に当た

' 
平成 26年 4月 から10月 までの 7か月間 石

蕪地区内の行政区長 地域●(り 計画委員 文化師会 女性部会 女性講撃 映山 |ふ
るさとがえりJ上映会時の皆さん 石森ふれあいヤンターの家日でご協力を頂 ,ヽた住民
の皆さんなど 186人 以上の方々から 'ア ンケー トJの回答により ご意見や要望な
どを原きました

(1〕 アンケー ト結果  課層 問燿点       137件
地域の資源 (良いところ)など 411  (合計 1410

(2)ア ンケー ト結果の内訳                    (100 0%,
うるおい りと

'(生
活 環境実化 住環境 景観 迪路など)34 3●●

ふれあい やすらぎ
(教育 スポーツ 文化 保日 福祉 安全など, 32 '%

臨 勘 (l■民おm ‐ミュ‐ティ 世、交流 うながり など, 13 '%
活 力 籠 業 観光 雇用 にぎわい なりわい など)    , 3%
その他                         11 6%

(3)石森地区の晨題 開赳点等 (1371つ の内 主なものを掲載しました

①  うるI・い (生活   美化) 38件

道路脇 歩道 水路等にゴミの不法級Tが多い (411)
ツサイクルの分別キ イミ ιしのマナー述反が多い (4■ )
南liが悠 な , メーパーやコンピ‐ (、ない 買い物ができない (41→
|●遣脇の好当が伸びている (2,D
人口が減少 lている

空7があ り ′クピシン タヌキ キツネ等のは家になつている

'f''み
が よ´と空地になつている 何か耐 あるものに活用できないか

孫たちに伝実たい郷土料理を作つてみたい

高齢になってきているので パランスのとれた食事が不可欠に

② ゆと,(住環境 景壕 道路)
行政区内のよい道路に 大型ダンプ等の進入が見られる 子どもたち
が危険 (2■ )

住民バスの選場の見直 しを望みたい

型家の1,利用がしやすくなるよう・ 融 融が必要である

宅地の嗜備を望みたい

0件



0 ふれあい (教育 スポーツ 文化) 16件

Oやすらぎ (県健 blt 安全) 23件

それぞれの近味の舌勁 (患¬〔 師芸教室など,iヽできないオ、 (30
郷上のに人に学ぶ 世界的に有名な人 すばらしい先生が出ている
人と人とのつなが ,が不足している

若者が増え 集える場所が
'(あ
ればいい

60～ ヽ1代の方の ■れあえる行Ψを持つてatい
コミ‐‐ティまつり ■るスポ大会に11る人がいない
石森地区の歴史を知るような機会があるとい|

街路灯 防犯灯が少ない 夜道か1嗜い中を小中高生が歩いている (6件 )
安心して医療が受けら珈る産婦人科など 専門の病院が欲しい (4 1tl
熙学時 歩道の軽儡を学む (31D
石な地区内に 有料を人ボームなど 極t卜施設があれは良いが (ツ ll
ポケてl.安 心して,らせる地域づくりを

小さい子ど{,を預けられる施設砺 硫があるといい

食^る ことによつて治せる病気があ
/● のなら,り たい

ディサービメとは また違つたコミュ‐ターシコンの場があればい|ヽ

‐ミュ‐ティまつりのliし物で困る 出る人がいない (3け )
人かたくき

“

|ま るような事業や 地域であつて繊しい (311)
何の行事で1, 毎日同じ人が出てくる (2‖う

新住民の行政区行事など̂ の動 1が少ない

年代を超えて知り合 ,機会や事業があるといい

人と人との倫 うなかりが少なくなつた

⑤ 協 働 (住民参加 コミュ‐ティ) 19件

O活 力 に 来 観光 雇用) 10件

地元野菜を使つた料理 もつと自綸農董物を活用するよう (2け )
若

`の
rtりの号 歳をとつても働ける場・ rの確保を (211)

農産物を11用 した加 工生産工場 (6次藍業化の会社)の歳立を

と地 lllτ を明記 し 安 さ 安全な食^物 を
石ゑ地区に大型スーパーがあればいい

3



第 2章 地域づくり計画策定に係る活動経過並びに方向性

活動の経過

石蕪地区を「より
=き
地のよい 生み‐ い地域にすることをめざそうせJと 計画

の策定
`向
けて とのような活動を行つてtい りました

O 半成 26年 4月  - 10月 まで (アンケー トの冥施,
石森ふれあいセンター悪口や 会議の席上で ご協力を頂いた住民の皆さん
186人以上の方々から iア ンケー トJによ, 141性 のご意見や要望などを頂
き■した

O 平成26年 6月 21日  哄iΠ会 「あるさとがえ
'J上
映

いうまでも 自分にとつて rかけがぇのない校郷 石

爆 |になるたうに この映画を通 して i地域の来来を市
,合 うきつかけ |に ついて Illに考えてみませんか '
と呼びかけ上映 しま した

ずっよ昔に栗立った故郷 大切な7嬌 仲間たちとの

思い出 「ふるさとがえ
'Jは
 そんなふるさとの面影

が 心に鮮明に澤かび上がってくる映画です
また 地域の絆や つながり iヽ るきと とは何かJ
を考えさせ られる喚函でした

O 平成 28年 9月 ～珀成27■ 2月  10回の作業部会 (ワークションプ)を開催

行政区長 20人と 各行菫区から選出された委員 23人の 48人で構成された地
域づくり計画委員会は 皆様から千せられたアンケー トをもとに 6つのュ (後に4
つ●,I編成^)に分力れ て 地域課踵の黎理を行いました
ます 石蘇地区の課壇として '良 い点 凹電点 〈困つている点)Jの 「たな卸しJ
を行いました (詳細 i 資本 の 6ページ)
また '20△国年 有森のまちは こんな風になつていま Jヽよ の未業予想を行い
「困つていたこと ⇒ こんな風になりまtた 'jと  晨題の解決に向けたない議論
が又わされました (詳細は 贅  の 9ページ)
次に 石ふの地域資ll(|ヽいところ 自慢できるところ)の「たな卸しJG綱 は
資料Fの 11ベー

'う
を,|ヽ 石森に採る課題の分類 分Frを行つて 計画の具Hヒ

ヽ向けた紋り込みを行いました (次ベージの別図-1のとおり)
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地域づくりの方向性

会蔭を重ね 課題を検討してい (中で 地城づくりに係る方向性として 石森地区のキャ
ンチフレーズ (人々に関心を持たせるように工夫された印業の強い文句)は 次のように決
まりました

～割ろう 薔らしやすい にぎわいのある 11しのも11～

(サブタイ ト′い

日本て― talt,雌埓をあぜして¨

4つのをこのキャッチフレーズも決まりました.

うるおい ゅと,■

期 ル ■  11i」 〕きこ 日 本 一

ふれおい やすらぎ既

いし″ち/J

(1)

(2,

た    いしのもリバ ‐で  ち1ヨ
=

(3)協 働 ュ

いしのもり

(4)活 力 班

看森地区の 地 域うく,の方向性|と しては 登米市総合計画に盛り込まれている 0つ
のキーワード (う るおい 0と , やすらぎ ふれあい 臨鰤 活力)を展開したまちづく
りの基本方向に沿つて 様々な事業を推進します

ll



第 3章 石森地域づくり行動計画 (地域づくりの施策 )

この行動計画よ ■枝から寄せられま1_たアンケー トや ワータショップでのたくさんの

=点
見を1,と に ,れから5年 |:の行動片面として 】も■月に取り■よめtした

平成 27年■りヽら平成 31年 I_●よで,,I, 11ろ う ぶ |・ しやすい にぎわいのある い
しのも
'Jを
キャッチアレーズに 具体的な取り組みを進めてま,ヽ ,I九

― 行動計画一覧表 (A3版)σ)とおり

'r,´1■ ,

12



第4章  石森地域づくりr鋤計画の推進 (今後の取り組み)

1 推進体制の構築
(1)石森ll域づくり行動

=1画
の実現をめざして その経鴎 決に向けて取り担むため

α 称)嗜森瑯  く,実践プロジ■タトJを設置しまt

構成員は 各f破区から選出されたプロジェクト員 28人程度と ヽ会の趣旨に

安同するをて組織されます

本行動訂面に対する実践プロジェタトは 次の2つを置いて行います

① (仮称)暮らしの場活カプロジェクト

〔活動分野】

(ヒ葉崎 景観 道職 生活 案境美化 観光 雇用 産業 ない

② (仮粉 暮らす人つなが,プロジヱタト

【活動分野]

(保随 福祉 安全 歌青 スポーン 文化 など)

(4)本行動計画の進行管理や 計画選咸度のチェンク さらには 本実践プロジェタ
トに対する支援や 協力を碩くため 「計  進委員会Jを設置します

この計画推進晏員会は 行政区長で構雌 れる総務部会 20人が当たります
この行政区長の総務部会は 新 動計画の策定の中心でありました「計耐 定書
員会,の繊 員であり この姜員会が 平成27年度から計  進委員会ヽ移●
する1,のです

(5)本  プロジェクトi 石森‐ミュ‐ティ運営協議会を補戯する 各部会 各種
団体の一樹銀 として新  入することになります

13



推 進 衛 Jの ―r メ ー _ 図

石 森 コ ミ ュ ‐ テ ィ や 会

(18の4詢
'会

 各種団体べ)

実 践 プ ロ ジ ェ ク ト

麟

「実践プロジェク トJ

の新動 ,入

計薩 成

"の
テェック

計両の進行警週

実践 P」 の支援及び出力

計画の実践

〔構成員】

ヽ■区選出のプロジェク ト員

本 の目的に贅同する者

0ま らιの夕″″′ノ
:活動分野1

(囃 景観 通
“

 J舌
雇用 産業)

28メu塁度

』t,=え化 繊

@ξらケ人つほボ クPノ
:活動分野 1

(保t 福祉 安全 教育 スポーツ 文イD

副 画 推 進 委 員 会   20人
幡 蓄部会 20人 )

11



0 おわりに

～ 石森地域づくり行動計画に班 わつて ～

この一年間 石森地域づく,行動計画に携わつた
'地
域づく,計画書員j皆様からの感

想や‐メント 本計画に勤待する思いなどが子せられました

【ア ド́ イ`ザー】

特定キ営利層勁ま人まちづくり政策フォーラム理事

足 立 千佳子 先生

― 計画づ くりか ら始まる「わ 〈わ 〈 どきどきJ―
地域づ くりって何 ●役所にしてもらうこと●

いえいえ おらほのこコ トはおらはでやるべ |

おらほだけで出来ないこと ま 役所や他の人たちの力ももらって やってくべ 1

というのが 地域づくり行動計画なのです
石藤に吾らす一人ひとりが二人公となつて季せに百 ちすために コミュ=テ イとし
てどんな行動するか? を 1年かけて じつくりと話 し合ってきました
この計画か らたくさんの希望の花が咲 くことを期待 しております

【地域づくり計画委員】

0 同か自分で出来ることを見つけ 仲間と協力し 行数の手を僣りて実踵する
地●づくり                         通田 佐藤 著
0 地元の名所 3跡が多いのに驚いた 多くの人と知り合tヽこなれた

こ田 小野寺孝司
0 皆で知恵を出し 老人や若者が電力を感じる地域づ〈りに同け頑張りたい

本ITm中 
“

谷政壼

0 「人ま■せになるために生まれてきたJ`｀地域づくりの核 人の出会いの場を
増やそう 1                       本町畑中 野軍螢夫
0 毎回参加し 皆様の色々なご意見が出され聖しい時間を過ごすことが出来ました
ありがとう                         仲町 首原早古

(〕
「にぎわいのある町石森の復活 .・ ]皆でこの願いを共有し 知恵を出し合いま
しょう                           新町 ヨ戸茉奥
O 地域づくりの計画が 着気のある町になるよう望んでいる   城内 需野

=男
〇 地域づ(り では 多くの方々と出会えてRかつた 実現できるよう頑張りましょう

彙に 千葉蔵治

15



〇 地域づ くりは 転入 してきた私にとつて 石差を知 り 人とふれあう楽 しい
時l・lで した                        ■畑 今野姜吾
O 地域づ くり計画委員の 皆様の輌いが一つになつた計画が出来た 実現に共に
顧張ろう                         麹谷 ■■■昭
じ 顧 .・よせあい 話し合うことをみんなと感じることが出来て艮かった

細谷 佐薔雫子
0 地域づくり計画を コミュニティの一環として実現してい‐ 客は 隈られて
くると思う                     加買野―区 履谷武菫
自分が住んている地域のことを知るきっかけになり 毎回 参加するのが楽し
みでした                      加賀野二区 佐藤 椰
地域づくりは 「ないものねたりより あるもの探しJ力

'大
切たということが

わかりました                        表 干華淳子
地域づくり計画を隆進し みんなで支え合う まちつくリカく出来るよう頑:iり たい

南加買野 佐
^木
信一

暑い人の考えて 実現に向けて頑:iり ましょう        需町 千葉孝―
多はな団俸ネットつ―クが必要 君い力と外部の人々と交流の場がもっとほしい

O

0

0
0

円町 鈴木武彦
〇 地域づくり計画も高齢者には 10年えが限度 帝さんがつ くった街 [時代を
生きて見たい                      新指 佐々木金男

=黛
,it,,いセンターの点[出入 ●コ付[= i地 域メ ,の輪を広げましょう

石森‐ミ‐‐ティ運営協議会J=●,ti青編が,,■ 1 皆さん i 前 ,ら気ち
'ヽ

■ たヽ

と想わit■ 十, こ,,こ と,|し 石森地区 ●, =0年 11の石■‐ iュ ‐テ ィ●1■立当初
●| す ●

=「
地城うく,| ●ヽ,薩 t,,1雨 ,つたこ

=|●
,■

'●
す

F■ 26年■
=お
|〔 石 .・ |.域´

'(,行
動計画苦う せ,卜 んの■知,枯集 して作・ ■

|',1,■ lt さらに ■米市,|, +Ⅲ 2,年 質ヽ江 ,十万 も確保 して
'員
き上したので

地域メ ,に ●,■ 婁践の時議が到来 [Iし た

さあ 石麺 域づくり行動計画に■げられたキャッチフレーズ
をめざし その取りlllみを進めてまいりましょう1!
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【 料 編 】

1 石蘇拠咸づく,行動計画策定に保る活動66

2 住民アンケート用紙 (アンケートにご脇力ください )

3 石泰地域づく帰 画チ員会設置姜輌

4 石森地域づく,行動計画の策定体制図

5

6

7

8

, 石森 行政区域図

10 石森地域ス ,計画,員会 名暉

9/10開籠 第 1回作業部会 (ワークンョンカ の結果

9/30開催 第 2回作業部会 (ワークシ■ッカ の結果

10/9開催 第 3回律 部会 (ワータシ■ップ)の結果

C称)に森地域づく,実践プロジェクトJ設置要輌

11

13

15

16



午

平i26年
■1-

5月

61

7月

12月

平成 27年
1月

映上●
●え

ーＬさる

■

■

＾
一
　
ｉ
　　^
一

局

全

部

務

面

務

平

共

ｔ

10日  ヽ 1ロ ワークレ■
30日  ■2回 ワークレ■

,日  干務局会議
24日 ヽお酢会          |
2,」 ヽ 1回地″う(1]1画尋員会
2,日  先進事同研修会 (● 5人Ш席)|
21日  先進地il罪研直 126人出属 )
2К 口 は商部会          |

′,(36人 )

,ブ (34人 )

'日
 第 3回 ワー クン●ッア(,3人 )

27日  第 4回 リー
'シ
● ,7(34ム )

1,日

,7ロ

地域づくり]1画姜員の書出

(各行政区 2人以上で 45人 )

は務部会 1'人 行″区選出 を8人

湯沢■岩li地区日I瓢晟を研疇

作業部会 (0班編成,

課題出し

`薇
の地域資FIい いところ

自慢できるところ
'の
「たな卸 しJ

第 5J,一 クショ ′,(30人 ) 若黒に係る:(題の分類 分析 (整
理 検詞,■ 校 ,込み

第 6回 ,― クンコツ′(34人 ) 計画のユ峠イヒ́ 向ヽけ核 ,`み
11日

1,日

■ 1回 ,一 ケションア (班長

ヨ班長等 15人 )
篇 8回 ワータンコン′ Ш 長

副ユ長■ 13人 )

計画●,具峠 ヒヽ 向け性 ,込み

行山計画の幸省作成

行動]価の事業策定

計画のキャッチフレーズの策定

地域■ (サ 半面の取 りまとめ

13日  第 9回
'一 'シ

●ン
'(全
陣で

,,F業部会 =1人 ,
21日  第 10回 ワークン■ ′ブ 1議長

風ll長全蔽 16人 ,
12R 計画策定書 員会 (絡窮部会 )

18た

2'日  石黒 せ庁 ●(り 11面組古全
=,人

石森地■うく,行動計画書の

'戸
配け

地域メ リ計画推進委員会設置

lL域う (`異改ブ■シ・ ク トの
設は ヽ t石棘コi‐ ‐デイヽ 会時

'

石森地域づくり行動計画策定に係る活動経過

F 備

アンケー トの奏lt(H21 ■月ヽ 10「 ,
(課題 謁瞳点 1:,F良 いところ 4眸 |

20日  地域うく,計画策て公■生甲訂
22日       ,    交け決足

2'日       ,    tけ 請求

5日

211
25日

コミュ=テ ィ文化]会 女性椰会
行政

「

● 地域う (り 計画萎■
映画 思ロセ

= 186人
以 |

担当i■

企画都 市民活動支援課
市民回耐工進係

課題め抽出

(1'ア ンテ ト借果が ●
(2)各行政区から

地域■ (,副 画 ,,最

有森地域´

'(,十
日

をキ地ようくり行動計画に■

う言 実匹 P∫ ス,― 卜̂



石薫コミュニテイ運自編議会でlt 平成26年贋こ
―
域づくり計画の策足」

を行います

これは 日頃当さんアン感じている「困ったな IJこ解決し 百森地区をよりglL地
の晨ιヽ 庄みやすい地目にすることこ日担すものです
つきましては どんなことでも僣いませス^「こうしたらいいのに J fこんなこと
がしたtヽ Jfこんなもの こんなところ力5つたらいいのこJといった意見や要望
ξどを間かせてくださし、

曰常生活て ,一晋関しのあることは回ですか
(衣 食 住どんこことでも橋いません )

`

2 , 信に不国に6っていることや 地iずに回か必要
=も
のは動 ませんか

, 3 こん[事刀Ъ●F_らいいな こうなつたらいいのにということはありませんか

4 どんなことでも情いません 日頃はしていることを教えてくださtヽ

Z

5寺コミュニティ超
=協
調含



石森地域づくり計画委員会設置更綱

(ち 称)
第 1条 本会は '石棗也域づく帰 画委員会」という

(事務

"第 2条 本会の事務所 i 石森ふれあいセンター内におく

(目 的)
第 3条 本会は 登米市団口のまちづくり指針 (平成 10年 5月策定)並

びに 豊米

市まちづくり基本条例 (平成 24年 4月 lB施つ に菩づき 石森
の地域住民が

地域の課題などを認餞し合い その黒決に向けた螂域の,来像として
の「石棗螂核

づく,計画J(以下 子計画]という )の策定
…

 地域^の霙増や 安心して

らせる住みよい地域づくりの実現をめざすことを目
的とする

(峯 柔)
第 4条 本会は 前条の目的を達成するために決の事業を行う

1  計画の策定
2  その他 日的達成のための事業

(組 綸)

第 5条 本会は 昴攻区長並びに `行政区から遥出されたネ会の目的
に安同する石

森地域tE民の委員で構成する

2  本会には 行政区理 0人で構成する計画策定委員会を段[する

3  本会には
'政
中 7人並びに 各行政区から遭出された姜員28人で格成

する作業部会を設置する

4  本会に 断 的助言を受けるため アドパイテーを置くことができる

(` 獅)
策δ条 委員の■菊は 妾嘱の日から 平成27年 0月 31'までとする

(役 員)
第 7条 本_‐にXの役員をおく
石森地域づく帰 両委員会会長

址啜づくり計画委員会員1会長 2人

地域づく
'計
画委員器 部長 1人

1人 (石森コミ,‐テイ運営協議会長)

l●森コミ,‐テイ運営臨絵 副会長)

(石森コミュ‐テイ詈営協議会総務部長)

3

.10

|●



llem
第8条 件奏譴 に 作業慶をおき 姜員はいすに力ヽ こ所属する 作業

=は
 次の 6

菫とする

C来市の3つのキーワードを屋田したまちづくりの   向に基づく,

(1)う るお,W に 活 烈
"到
り

(2)活 カ ユ  (菫業 燿光)
(3)ゃすらぎュ  (  各社 つ
← )ゆとり 班  (じ』曖  景● 遺躇)
(5)ふれあい駆  (改市 スポーツ 文化)
(6)協 働 ュ  (住民動 ]コ ミュニティ)
2 作業■には 委員の五薇によ, 事長及び 副班長を置くものとする

・
     」ξ彙性 の要編にためるもののほか 必要な事項は会長が姜員会に語, 別に定め

る

耐 則

この要綱は 平成 26年 7月 29日 より薔行する

D

4



ヨLt■イづ く リ イテ重力調 ^日 ¢),■月ビ々ヽ牛J図

石 森 コ ミ ュ =テ ィ 運 営 協 議 会

(17の各部会 各種団体 )

嗅」会

視窄●ぼ会

:1画千告会

計 』軍定

I考部会 =合わt・て

リークン●ッフ

10●  
「
度

計可策定 け
=1 
発■

1計画 策 定 委 員 会  20人

(総務部会 20人 )

で■当姜書3_~

備 務部会

各 fr政区塁出委員 平成 27年度～
実践プロジェクト̂移行
① 暮らしの峰活力PJ
② 暮ら十人つなが,P]

うるおいエ

7ム

やす らざJ■

6人

協 働 班

7人

※但し 会長及び副会長 (24)を除く

●カ ユ

10人

6

各■から騒長 副既長を選出
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つ
“
ヽ

卜

製

●
●

！
‘

〓

枷
ヽ

Ｒ

回

Ｓ

製

ま

ヽ
Ｌ

‘

“
ｅ

評

”

ｅ

「
ヽ

雲

熙

」

゛
総
い

―

‘
ヽ
や

３

Ｓ
ｔ

´

准

●

●

‘

〓

”

０
お

お

よ

３

■

り

や
懸

口

Ｇ

ｓ
ヽ
く

叫

厚

徊

Ｐ
い
一
型
や

ヽ

０

メ

製

゛

口
‘

〓
一“
，
●
総
い

Ｋ

ｒ

一０
口
”

゛
口
”
ｅ

壼

製

′
´
や

”
製

コ

Ю
ば

輛

Ｓ

Ｏ
〓

¨
¨
●
聖
堅

製

ヽ

製

や
「
中

く

や

し

い

る

綱

ヽ

や
や

コ

償

■

颯

Ｇ

ヽ
ヽ
く

Ｓ

Ｌ

世

よ

蜘

ｅ

冊

製

圏

巨

ヽ

い

ま

ｅ

＝

月

論

理

躙

●

嬌

黎

〓

ｅ

族

３

）
Ｓ

■
墾

懺

せ

２

く

や

や
ヽ
中

‘

●
■

‘

●

●
総
ヽ

臣

Ｌ

´
０
■
３

ヽ

‘

ф

●
能

Ｓ

Ｅ

縦

電

´
´
や
Ｓ

ヽ

た

ち

格

掟

ｅ

く

や

３

輸

゛
口
Ｎ

Ｏ
■
３

世
“

誅

´
“
■

〓
ヽ

一
蛤

馳

証

■

屋

塾

壼

Ш

プ
´
゛
０

晏

野

鮮

０

璃

ロ

ス

禦
Ｓ
”

“
Ｏ
Ｓ
●
督
コ

¨
”
目
鵡
¨
К
０

●
嘔
皿
解
皿

■
■
ヽ
ス
ト
ヽ

い
０
●
コ
距
ユ

神
よ
里
悧
“

つ
出
や
や
卜
＋

堅

仰

型
ｅ
”

磐
暉
ヨ

翠
■
金
託
製

ヽ
ト
ー
●
″
●

口
皿

螂
ロ

、
ト
ー
ィ
“
■

隈
肛
＝
だ

■

●
‘

●

●
圏

て

´
Ｏ
Ｌ

０
●
‘
）
ｏ
図

モ
‘
己

■

や
３

ν
ｏ
日

揃
“
卜
■

ヽ
「
一
ヽ

３
３
ギ
“
0
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増
●
圏
）
∫
ヽ
卜
ヽ
運
半

′
´
■
）
趨
る
量
当
〓
Ｓ
口
駆

彙
●
゛
）
凛
■
囚
匡
ュ
）
棠

‘
終
嶼

〉
撃
系
侵
貿
ｑ
硼
ｅ
暑

荀

ヽ
＾
，
●
枷
Ｋ
響
も

ヽ
ヽ
ｅ
Ｋ

（３
■
■
‘
）
，
生
峰
¨
蝋
）
゛
‘
）
０
く
系
″
ｈ
‘
轟
揃
ツ
ミ
ヽ
ヽ
●
´
　
´́
ヽ
い
い
３
■
，
製
Ｓ
和
事
″
「

輸
‘
）
０
国
）
０
謳
築
く

′
一
■
‘
漁
や
「
十

‘
螂
“
尿
＾
Ｆ
Ч
、
晨

０́■
〓
匈
果
、
「
ハ
ー
ト
ーー
■
一
■
Ｓ
に
Ч

荀

ロ
ト
誕
饉
崚
Ｓ
ｅ
エ

ィ
一菫
●
よ
Ｎ
一
Ｓ
■
椰

二
冬
い
ま
調
塩

一́■
Ｓ
ヽ
ミ
匿
”

ポ

く
壺
細
輩
拒

Ｉ
一く
に
〉
Ｐ
■
■
け
に

メ

‘
コ
く
つ
匝
や
０
‘

ン
黎
底
楔
諄
ｒ
ｅ
‘
ョ
留

プ
´
■
へ
系
く
０
卜
Ｒ
摯
世
帝
Ｌ
Ｓ
，
製

一
。
●
０
■
０
「
３
Ｓ
ｅ
゛
型
口
雪
ｅ
薔
ヽ
卜

ヽ
潮

ゴ
厨
や
「
口
‘
月
晏
墨
■
‘

ω
り
Ю
‘
ｐ
●
‘
●
掏
±
壺
腱
ｅ
く
蓋
Ｈ

く
＾
¨
●
Ｓ
つ
¨
躊
く
―

０
総
漁
嵌
州
ｅ
旨
Ｋ
麟
に
ヽ
，

メ
´
ふ
追
ヽ
ｍ
　
“
掏
翻
ヽ
〓
相

´́
つ
彗
昭
ヽ
米
蛇

ヽ
や
ば

輌
氣
Ｓ
鮮
コ

嵐
Ｋ
姜
興
州

調
誨
く
い
Ｐ

目
〓
興
贅

‘
０
■
Ｇ
曖

製
に
ヽ
■
●
″
●

」́
¨

っ́
い
０
」̈

一０
一】
一一
０
　や
一̈

０●
悩
●
●
項
幕

Ｇ
囀
‘
）
ｏ
圏

モ

´
´
己

堀
“

0
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叩

　

日

日
‘
蛇
０
い

ヨ
‘
掟
Ю
い

室
‘
紀
０
い

日
べ
濃

●
べ
眠

日
べ
隈

富
揃
“
卜
，

い
鴇
“
卜
●

日
揃
“
卜
，

冒
ヽ
”
●

富
´
¨
ｅ

富
ヽ
「
全

富
ヽ
匈
０

富

０
「
■

属
´
¨
０

製
０
●
ユ
嗅
●
マ
ロ

や

ｏ
い
ュ

い
“
や
仙
Ｐ
ヽ

”

鮒

匝

＊

仲

坦

匝

業

　

　

に

口

Ｓ

Ｋ
く

Ｌ
０
〇
一

露

Ⅸ

い

鷹

肛

簗

自

信

蟷

“
お

回

て

”
却
＋

゛
聡
系
撻
櫃

キ
“

囃
製
や
つ
債
隔

卍
Ｒ
コ
ヽ

キ
■
，
鰈
召

判
塑
訓
Ｋ
ｅ
“
贅
や
ヽ
世
署
召

饉
量
震
口

臀
略

型
Ｒ
コ
ヽ
菫
期
■

製
揃
●
晏
―
く
Ｉ
К

也
恒
日
鍮

型
０
●
里
奎
‘
』
ヽ
世

ギ
¨
笙
調
ヽ
雲
催

腋
訓

●
パ
雪
ヽ
―
く
Ｉ
К

＝
”
ヽ
■

型
，
終
型
占
‘
も
ヽ
８

“
製
ｎ
仲
櫻

長
●
コ
報
ヽ
イ
紹

製

抽
ル

調

お

択

艘

ｅ

く

榊

ぎ

椰
■

晏

＜

鶉
ツ
ヽ

雪

ヽ
ミ

●

ヽ
―

く

型
０
や
〉
姜
中
蝋
颯
璃
ｋ

型
〓
“
や
晏
ミ
ー
く
つ
ョ
″
ｈ

‘
０
ば
ル
や
日
や
■
】
る
送
ｉ
雌
磨

“
，
■
〉
卜
，
つ
Ш
К
　
Ｐ
Ю
口
”
轟
‘
製
ｔ
●
―
　
　
　
、
ヽヽ

ξ

型
，
ｔ
〉
●
“
田
■
ぶ
‘
臓
や
Ｐ
，
晨
輌

ぶ
投
！
ｕ
輩
鮮
蜜
褥
ζ
侶
ヽ

町^
■
仰
ぼ
口
）
Ｋ
く
“
単
ｅ
〓
鷹

型

●
●
）
轡

ヽ

や
、
、
ｅ

出

綱

事

や
こ

鯛

■

日

ぐ

Ю
や

い
一増

掏
К

椰
＝
十

゛
枢
策
饉
曰
口
ｅ
嵌
紫

畑
展
途
鬱
□
鴨
Ｓ
や
癬

翠
踊
”
側
懇
宋
ヽ
，

さ
■
―

型
ｏ
£
望
●
榊
民
毬
Ｓ
３
Ｋ

）
椰
●
“
蟻
代
“
０
つ
”
十

翠
Ｅ
■
一
憎
鮨
Ｓ
´
斯
陣

壼
＝
革 製

●
轟
２
壼
‘
つ
い
富
颯
０
だ
“
掟
瞑
眠

メ
晏
里
い
ち
Ю
叔
“
や
０
業

る
≪
ｅ
奮
Ｋ
“
粂
回
翻

や
つ
鍵
雇
”
叡
順
ｅ
嬌
に

て
関
枷
留
田

製

‘

●
蛭

出

る

綸

姜

〓

躙

か
や

里

檄

ま

却
＝
理
６
）
０
国

０
６
）
ぽ
雲
る
麟
則

′
つ■
ヽ
標
“

Ｓ
）ξ
距

ヽ
ド
ロ
く

‘
●
０
モ
要
）
ヨ

´
●́
お
”
燿
　
〓
設
礫
ヨ

３

●

へ

る

く

‘

´
一
纂

ヽ

る

に

座

゛

‘

ツ

，
“

却
製

●

期

Ｓ

十

ド

●

″
×

ｒ

い
●

〉
ｎ

■

雪

眠

　

麟

倒

や
３
●
‘
案
晏
含
埒
口
К

モ
綱
晏
ョ
占
枢

十
ヘ

‘
゛
全
る
崎
掟
層
口
Ｓ
Ｋ
榊

‘

轟
“
，

掏
Ｒ

Ｉ
‘
ヽ
つ
ヨ
″
「

嫌

摯

”

や

Ｓ

″
「

Ю
卜
箸
１
′

０́
も
つ

卜
〓
嗅
策
躍
ｅ
鷹
●
‘
）
０
喫
晨
策
や
つ
卜

０
“
朧
く
＝
≪
榊

Ю
‘

ツ
Ｒ

聖

ヽ

榊

蒟

健

ｅ

⊃
“
距

К

Ｉ

襴
Ｋ
策
Ｓ
）
に
■
ぶ
‘
嵐
夕

や́
徊
，
■
増
日
Ｓ
躊

型
，
゛
や
ヽ
さ
野
０
つ
●
■
口
■
祖
皿
”
Ｋ
型
〉
料

型
，
●
）
冬
ら
ヽ
研
目
輿
終
（
“
ｅ
旨
К
〓
艦
ヽ
に

●
ミ
£
”
型
い
ヽ
‘
晏
ヽ
´
嵌
属
幹
詢
ツ
シ
量
酬
躊
に

‘
製
ヽ
晨
匈
０
や
”
α
］
ｅ̈
は
に̈

３
●
‘
０
ヽ
Ｐ
晏
畔
碧
Ｓ
に
泊
３
中
ｅ
調
製

工
゛
Ｈ
ハ
ロ
ヽ

罫
暫
切
峯
畑

響

理

０
驚
″
ｈ

山
匝
饉
中
堅

さ
い
‘
０
硝

暉
軍
は
謙
至
‘
ば

審
良
決
＝
幹
‘
Ｓ
‘
、
て

択
、
レ

ヽ
縣
ロ
Ｈ
幽

型
薔
¨
一
Ｋ

〉
０
い
ヽ
、
い
ヽ

ヽ
一
Ｏ
Ｎ

（ヽ

、
Π
ハ
ヽ
―
い
）
硝
乖
器
せ

回
劇
駅

礁

椰
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疇

ｒ

″
ｈ
　
譴
錮
‥
‥
■
‘
蛇
Ｏ
Ｃ
姜
薔
姻

‥
‥
　
四
Ｓ
，
コ

ー
‥
‘
！
れ
里

滞
畑
ｅ
〓
雲
　
‥

聾
〉
軍

榊
Ｋ
燿

　
梶
μ
ぎ
製
　

綱
翠
屯
榊
　

や
「
■

　
も
‘
口
く
‥
‥
　
≪

２
１
０
１
十

゛

　

日

〓
´
”
０

〓
´
”
０

墨

ヽ
「
〓

〓
‘
■
■
●

潔
３
■
ギ
“

〓
‘
‘
〓
“

〓
菫
望

コ
菫
重

ヨ
自
望

型
０
゛
ュ
』
Ｏ
ｔ
●

型
塁

拘
需

ど

´
“
里

ヽ
ヽ
く

ヱ
ー

択

や
■
）
回

る

こ

¨

■

¨
゛
〓

匡

掏
Ｋ

Ｏ

ミ

ヽ
■

や
ヽ

側

輩

”

匡

詢
卜

い
ヽ
‘

■
枷
ツ

く

判

い

押

■

こ

鷹

壕

″
「

製

〓

●
藝

酬

＾

讐

担

，

回

０

型
“
●
●
日

〓
”
Ｅ
翻
‘
灘
製

型
●
●
，
く
■
■
ｅ
弩
ｅ
自
口

ご
●
く
●
，
■
■
３
民
“
●
「
■

型
ｏ
●
〓
く
０
て
卜
、
ハ
■
ヽ
―
モ
ヽ
―
ミ
ヽ

Ｐ
●
底
戻
”
眸
倒

●Ｆ
「
■
“
ヽ
力
、
「
壼
塁
■
一
ヽ
て
ヽ
０
●
●
ミ
●
■
く
ｅ
〓
■
●
●
壺

型
パ
藝
る
や
「
十

ヽ
世
ヽ
宮
晏
く
ｅ
）
い
■
“
暉
‘
卜
，
Ｄ
）
に
中

匈
”
製
‘
ツ
０
図

い
増
そ
い
Ｌ
侵
叫
系
０

）
蝠
摯
認
製
ｅ
゛
絆
‘

‘
い
Ｌ
筆
Ｋ
ｅ
螂
唾
褻
ｅ
Ｋ
ｅ
Ｏ
ヽ
′
ｅ
回
魚
田
日

０
「
顧
籠
塁
¨
鬱
や
聾
”
ｈ
ユ
響

ン
一
″
「
Ｓ
に
轟
群
“
「

３
●
ギ
“
暉
´
“
£
モ
鄭
゛
‘
ル
ｔ
増
ツ
‘

ン
ヽ
い
や
や
”
十

製

つ
Ｅ

る

襄

´

騒

ｅ

く

０
■

日

辮

里

勝

Ｅ

‘
■
■
ｒ
燿
ュ
恒

製
時
、
ト
ーー
●
″
●

゛
‘
，
訳
響
や
ま
Ｐ
凹
繁

ぺ
聟
漁
レ
馴

製
●
驚
●
ヨ
Ｐ
Ｓ
榊
脚

′
´
■
も
ヽ
や
ヽ
十

工
０
●
ハ

ロ
ヽ

日

―

い
や
‘

■

莉
里

や
”
十

晨
―
い
や
康
Ю
●
扇
沢

ご
世
中
舟
ｒ

属
駅
〓
＝
球

照
な
條
劇

墾

セ

●
肛

中
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中

　

日

一「
‘

“
や

い

曇
´́
や
や
０

曇

や́“
０
い

「口
‘

た

０
い

日
ヽ
”
全

日
さ
匈
全

ヨ
Ｓ
Ｎ
全

〓

０
「
０

さ

一
コ
，

日
Ｒ
躍

日
Ｒ
純

Ｓ
Ｒ
興

０^

口

Ｎ

‘

“
）
睡

ユ

撻

ヨ

ｅ

帯

陣

ズ
”
“
ヽ
十

十
小

ｒ
口
）０
‘
Ｒ
や
）
凛
晏
嘔
麟

Ц
硝
Ｓ
置
”

”
●
業

熙
瞼

丈
製
０
姜
〉
卜
，
ヽ
■
く
響
半
）製
ｏ
轟
〉
卜
♀

つ
優
鶉
撃
“
回
口
‘
０
ぼ

某
″
雷
鰐
晏
壺
で
日
）
う
凝

パ
Ю
Ｒ
戯
セ
‘
ヽ
■
，
ヨ
Ｅ
畔

Ｒ
撃
課
咄

で
調
籠

嗜
日
国
田
ア

薇́
姜
０
畔

鮮
●

臓
い
鶴
Ｓ
（Ｒ
●
咄
饉
理

ら
ヽ
長
０
「
Ｌ
里
ｍ
準
●
ル
■
米
醐

´
Ｒ
Ｓ
馴
●
９
一
カ
日
К
＝
＝
ヽ
に

Ｏ
Ｓ
ヽ

や
つ
日
К
囁
嬌
ヽ
隠
）椰
蕪
調
屋
，

疑
∝
や
ト
ゼ
攣
掏
ｐ
畢
０
つ
択
整

委
卦
菫

距^
旺
十
医
〉
く
ユ
凛
マ
謝
晏
業
に

“
０
■
型
‘
〓
“
螺
Ｋ
お
撃
“
Ｓ
腱
尋

民
゛
車
型
）
ぶ
晏
婆
半
菫
ｅ
璽

）
輛
ツ
い
塵
‘
誡
蹟
ヨ

‘
い
る
撫
ヨ
●
和
Ｋ
Ｓ
コ
禅
ヽ
簑
，
貿
量

プ
０
鳥
晏
（１
ヽ
い
い

ヽ
ツ
ト

瞑
田
）Ｓ
枷
期
也
諄
≠

‘
格
い
■
力
０
壼

′
３

‘
紀

´
む
■
Ｓ
や
や
い
ヽ
Ｓ
十
日
翠
⊃
む
〓
普
ツ
０
い
●
つ

ち
ａ

Ｏ
聰
ヽ

”^
嵌
属
）
に
黎
置
Ｓ
圏
贅

架
眸
鵡
漁
●
椰
賢
Ｓ
□
点
喩
瞑
員

プ
つ
つ
●
督
曙
■
●
ハ
ヽ
■
Ｓ
ヽ
■
■
口
，
―
ヽ
ヽ
い
旧
５
，

ね
世
痙
占
ｅ
晴
陣

′
い
〓
詢
る

”^
終
縄
測
Ｒ
怪

壊
”
Ｐ
Ｎ
神
Ю
¨
職
ヽ
Ю
〉ヽ

メ

ｌ
κ
″
ミ
ヽ
ｅ
Ｏ

，
お
る
製
“
饂
ヽ
″
０
■
日
Ｋ
帖
饉
ヽ
押

Ю
‘
漁
翼
話
墾
隕
翠
Ｓ
颯
掴
翌

０
掟
ヽ
後
Ｅ
麟

↓
餃
ｅ
は
綽

Ю
総
世
〉
颯
桑
（塁
籠
駆
世
）早
壼
ｅ
ｔ
鴎
ヽ
К

髯
”
）
る
「
口
い
目
里
“
ヨ

）
〕
二
』
匡
薇
“
口
か
〉

回
日
Ｏ
Ｃ
つ
凛
策
´
４
樹
´
詮
Ｓ
絣
薗

製
桑
”
ｅ

‘
■
ヽ
ヽ
い

Ｏ
κ
賦
也
‘
民
和
ミ
期
嗣
¨
０
口
ヽ
‘
“
¨
世
卜
■
嗜
墜

●
ｅ
ｎ
ヽ
血

′
０
輛
晏
熊
や
く
日
■
筆
回

´
０ヾ

コ
や
口
ヽ
ｅ
ヨ
ｒ
熙

ｍ
日
Ｓ
コ
悩
「
曇

幹
総
晏
増
硬
朧
却
や
，
ス
巨
ヽ
に

‘
暉
桑
罠
ｅ
翼
螂

ル
‘
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C称 )嗜 森地域づ くり実践プロジェク ト」設置要綱 (案 )

(名 称〕
第 1条 本会は (■体)略森地域づく,実践プロジェクトJという

(事務m
第 2条 本会の事務所は 石llふれあいセンター内におく

(目  的)
第 3条 本会は 堅米市まちらく,基本桑い (平成24年 4月 1日地 fr)に基
づき策定した 石森地域らく,fr動計画の実受をめざし inlろ う暮らしやす
いにぎわいのあるいしのもりJをキャッチフレーズに 石森の地雌 民等が

その課燿

“

決に向けて取り組むことを目的とする

(■ 来)
第4条 本会は 前条の目的を達畿するために次の事業を行う
(1)計画の具体化
(2)その他 目的コ式のための署案

(組    働

第 5条 本会 i 次に掲げるプロジェクト員で構成する
(1)各″政匡から選出されたプロジユタト員28人程度
(2)本会の目的に賛同する千
(3)本会に (仮称)「暮らしの場活カプロジェクトリ 並ひに (瞑称)「暮ら
す人つなが ,プロジェクトJの 2つを置く

(4)本会は 石森コミュニティ運営出議会の構成する会に加入するものとす
る

(  分野)
第 3条 本会の活動分野は 次のとおりとする
(1)(阪称)'暮 らしの場活カプロジェクトJの活動は F環境 景観 道

"生活 薫員美化 授光 電用 産業の分野とする
(2)(働ホ)「暮らす人うなが ,プロジェクトJの活動は 保健 福祉 安全
教育 スポーシ Jとの分野とする

13



(任 期)
第 ,条 本会のプロジェクト員の■月は 2年とし 再任を節げない ただし
行政区で欠員が生した場合は その行政区において補充するものとし
補充によう任期は 前

`者
の残任期間とする

(役 員)
第 8条 本会に リーグー 1人及びサプリーター 2人をおく
2 ,―ダー及びサプリーダーは プロジェタト員の互選により選出する
3 ,―ターは 異餞プロジェクトを代表し 会務を続理する
4 サプリーターは リーダーを補●し ,―グーに事故あるときは その
職務を代理する

(その他)

第 9条 この要綱に定めるもののほか 必要な事項は ,1に定める

附 則
この要綱は 平成27年 4月   日より施行する
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石森地域づくり針画委員会
会 長  Ⅲ谷 =
槽会長   性■ホ 信―   漕 [ 義 1:

石素地域づく,計画班委員 (作業部会)名鉾

=■
|ヽ , ″ 区 ヽ ビ 今

1

打

ｔ

る

，

，

ヽ

生活 貝贅
=イ
ヒ

など

田 コ    佐 III 薔 区 長

銅 薫 ゆ  ■ |・ ホ 哲治 区 長

域 内 消野 豆男 行政区選出
ツ 木 佐需  正志日 区 長

; m 工 ,

`樹
行政区選出

表 堀内 諄明
"
長

町 鈴木  i産 行政区ご出

と

人

ゆ

”

住疇奨 景観
道路など

奇 町 ヽ

"
十 黎   守 長

崚 内 小野寺 儲需 区 長

ヨ ‐ 千 : ,■ 行政区選出
〕  畑 野 7 複美 行政区進出

■ 千葉 点治 ●政 FIP
晴 岬 万塁峙  政 人 ヽ 長

り1 晋 軒 佐靡  都 行政区選出

2

=れ
あい
(8人 |

挙● ス11-ソ
tイしなど

, ] 岩渕  明i 行政区進出
新 町 D  瀬戸 穴典 行政区骰出
自 ‖( 桑  餞男 区 長

仕 春 日 I17 行政区遭出
,il 谷 |サ1卜   和 行政区湾出

町 「

= =一
区 長

新 橋 佐 ●木 令男 行政区進出
茶 畑 今野 美喜 行政区選出

やすらき
(3人 )

保に 福工 安全
など

野 π 千葉 哲 i8 区 長

本 町 畑 中 9  11谷  政策 区 長

11 谷 D 主i 幸子 行政区選出
〕1 省 野 野イ   墜 行政区逸出
鷹 塀 |イ 和 夫 行政区選出
F 阿 1, 明 行政 区選出

:

■ 慟
(7人 ,

´
一
“

―

　
ィ］一

一

野 ‐ 薬  幸 L 行政区選出
町 O   f原  早百 行政区進出

長 ■ 佐

「

 節郎 区

「茶 』 L´ 木 じ■ 区 長

テ J   千葉 淳 + 行政区撹比
,1 引 Ji 小 畑 真力実 行政区選出
F ●  昔原 蕗皇 区 長

4

活
( 1

カ

0人

'

産業 観光 雇F
など

∃ u  小野寺 孝 司 行政区選出
蜘 士

=原
 正吾 行政区工出

仲 ユ, ■東 に助 行政F番出
自 地 ,藤 秀夫 行政

=せ
出

ツ ′ 富士原  壺 行菫区撃出

=
晨 阿部 韓 男 行茂

=選
出

|" 堀 万聖齢  二行 行取に基出
力, 雷 !下 た谷 武義 区 長

"
賀 ,i 須籠  離冶 「ヽ 長

桑 t 今 ,li 区 長

■ |ヽ ■ ,,■■● (初 ,,,t,

ア ドパイず―
待t+常利話励法人すらうく,フ ォーラJ坦率  足立千仕子 先生

計画策定玄崚チーム
企画日市民活動反媛誤  住汗葵年:=長‖佐 星名最紀主査 ●輩由=子主主甲田を合支所 市民課  |!野孝]主査

車務局
ビンター長     百原好ガ
社会教育上事    百原浩子
率朽■       週■由皇
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